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21世紀のよき経営者を目指して！

C O N T E N T S
■表紙写真について

　高陽町住民の生活になくては
ならない芸備線と玖村駅周辺。
　太田川の川沿いも朝早くや夕
方は散歩やジョギングなど私達
地域住民にとって憩いの場と
なっています。

玖村駅と太田川
第12回通常総会及び
女性部会創立30周年記念式典

特
集



　令和６年６月12日に第12回通常総会が開催さ
れました。当日は、広島北税務署　署長　重廣
高典様、広島北税務署　副署長　藤原裕祐様、
広島北税務署　法人課税第一部門統括国税調査
官　吉村昭信様、中国税理士会広島北支部　支
部長　山﨑三千代様、広島北納税貯蓄組合連合
会　青年部長　竹原哲様、広島北税務署管内青
色申告会連合会　会長　植田豁則様、広島北間
税会　副会長　松本光敏様、大同生命保険株式
会社広島支社　支社長　波多野淳様、大同生命
保険株式会社広島支社　第二営業課長　藤原三
博様、AIG損害保険株式会社広島支店　支店長
眞砂周典様、AIG損害保険株式会社　法人会戦
略推進部長　大西正之様、アフラック生命保険
株式会社広島総合支社　副支社長　木上昌二様
にお忙しい中ご出席して頂きましたこと、心か
ら御礼申し上げます。
　総会終了後には、女性部会創立30周年記念講
演会を開催しました。講師には「大道芸人たっ
きゅうさん」の通称で親しまれ、京都を拠点に
全国で活動する大道芸人の田久朋寛氏をお迎え
し、2021年9月に出版された田久氏の著書『健
康と生きがいづくりに役立つ笑いの力』（セル
バ出版）と同タイトルでご講演いただきました。
田久氏は健康生きがいづくりアドバイザーやケ
アストレスカウンセラーの資格を持っておられ
るため、笑いと健康をテーマとした楽しい講演
となりました。当日はジャグリングやバルーン
も披露して頂き会場が大いに盛り上がりました。
同日行われた女性部会創立30周年記念祝賀会で
はアトラクションとして、「広島ジュニアマリ
ンバアンサンブル」の子供たちが元気いっぱい
の演奏をして会場に花を添えてくれました。
　さて、当会では令和５年度には、税の啓発活
動として税務研修会、広島国税局長講演会（近
隣6法人会共催　本年度当会主管）、年末調整
説明会を開催してまいりました。
　租税教育活動としては、広島税務署管内小学
校30校、2,444名に対し青年部会員やそのOBが

租税教育の出前授業を行いました。また、女性
部会が中心となり、「税に関する絵はがきコン
クール」を開催し、広島北税務署管内参加小学
校54校から集めれれた応募作品3,229点の中から
優秀作品を展示表彰しました。
　広報活動としましては、会報『ひろしま北』
No.105号2,000部、No.106号2,050部を発行。昨年
11月にはイオンモール広島祇園エキチカコート
において広島北税務署管内高等学校書道部、放
送部が書道パフォーマンスで「税」に関する
PR活動を実施。HP上ではインターネットセミ
ナーを開設し、様々な情報を発信に努めており
ます。
　税制提言活動としては、全法連においてとり
まとめた令和６年度税制改正要望を地元選出の
国会議員ならびに安芸太田町、北広島町の町長
や町議会議長に要望活動を実施しました。
　地域発展活動としましては講演会や落語会等
を開催、美化運動として花の種や花植えプラン
ター等を寄贈しました。地域社会の健全な発展
を目的として、安芸太田支部内の社会福祉団体
等の３施設には車いす等を寄贈しました。
　本年度も昨年同様、税をめぐる諸環境の整備
改善等を図るための事業として、税に関する説
明会、研修会、セミナー講演会等を会員だけで
なく一般の企業及び市民も対象に開催し、税知
識の習得、普及、啓発、納税意識の高揚を目指
して活動していく予定です。
　地域の経済、社会環境の整備改善を図るため
の事業、また会員のための親睦、交流、福利厚
生に関する事業の開催も引き続き行ってまいり
ます。
　最後になりますが、公益社団法人広島北法人
会がより一層、繁栄・飛躍の年になりますよう
祈念します。また会員の皆様のご健勝とご多幸
を祈念致しまして、私のあいさつとさせて頂き
ます。

　本年７月の人事異動により、広島北税務署
長を拝命しました味本（みもと）でございま
す。
　公益社団法人広島北法人会の皆様方には、
平素から税務行政に格別のご理解とご協力を
賜っており、本紙上をお借りして厚くお礼申
し上げます。
　貴会におかれましては、創立以来、長きに
わたり会員の皆様のニーズや時代の変化を捉
えた研修会の開催をはじめ、次世代を担う児
童・生徒を対象とした「租税教室」に数多く
の講師を派遣していただくとともに、「税に
関する絵はがきコンクール」や「税に関する
書道パフォーマンス」を主宰されるなど、税
知識の普及や租税教育をはじめとする納税意
識の高揚を図るための啓発活動に取り組んで
いただいているとお伺いしております。
　また、美化運動をはじめとする地域経済社
会への貢献事業などにも取り組んでいただい
ており、感謝申し上げる次第です。
　さて、税務行政を取り巻く環境は経済社会
のグローバル化・デジタル化をはじめとする
構造転換に直面しております。
　その中でも、引き続き「納税者の自発的な
納税義務の履行を適正かつ円滑に実現す
る。」という使命を果たすため、業務改革を
行うとともに、納税環境の整備を進め、納税
者の方々の期待に応えられるよう取り組む必
要があると考えております。
　また、国税庁では「税務行政のデジタル・
トランスフォーメーション―税務行政の将来
像2023－」を公表し、「あらゆる税務手続が
税務署に行かずにできる社会」という将来像
に向けて、納税者の利便性の向上に向けた取

り組みのほか、事業者のデジタル化を促進す
ることにより、税務を起点とした社会全体の
DX推進を目指しています。
　そういった中で、税務署においては、
e-Taxをはじめとする各種行政手続きのオン
ライン利用や、キャッシュレス納付の推進に
取り組むとともに、「事業者のデジタル化促
進」に向けた周知・広報など、社会全体の
DXへの貢献も求められているところです。
　こういった取り組みをはじめ、税務行政を
円滑に運営するためには、税務行政の良き理
解者として、また、税のオピニオンリーダー
として、法人会の存在は益々重要なものと考
えておりますので、引き続き、ご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに当たり、公益社団法人広島北法人会
並びに会員の皆様方の益々のご発展とご健勝
及び事業のご繁栄を祈念いたしまして、着任
のあいさつとさせていただきます。

広島北税務署長
着任あいさつ

広島北法人会会長あいさつ

略歴
1984年４月採用
2016年 国税庁長官官房広島派遣国税庁監察官
2018年 岡山東税務署副署長
2019年 広島国税局徴収部統括国税徴収官
2020年 広島国税局徴収部主任国税訟務官
2021年 久世税務署長
2022年 三次税務署長
2023年 国税庁長官官房広島派遣国税庁主任監察官
2024年 現職

広島県出身
広島市在住

法人会とは税のオピニオンリーダーとして企業の発展を支援し、
地域の振興に寄与し国と社会の繁栄に貢献する経営者の団体である
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令和６年６月12日（水）、ホテルメルパルク広島において、第12回通常総会を開催しました。
まず第１号議案の令和５年度決算報告承認の件について審議され可決されました。
次に第２号議案の定款の一部改正の件について審議され、こちらも承認されました。
続いて、「表彰状の伝達及び表彰状、感謝状贈呈」を行い、この日の総会を終えました。

　令和6年6月ホテ
ルメルパルク広島
にて女性部会創立
30周年記念式典を
行いました。
　講演会では大道
芸人のたっきゅうさ

んこと田久朋寛氏をお招きしました。
　『健康と生きがいづくりに役立つ笑いの力』
という演題で講演いただき、大道芸も披露して
頂きました。
　人が笑うとNK細胞を活性化され病気の原因
を次 と々攻撃。免疫力アップのメカニズムがあり
免疫のコントロール機能を司り、善玉ペプチドが
大量に分泌するそうです。講演当日は不思議な
パワーを貰いました。日頃笑ってない事に気が
付き、この日は意識して笑う事と大きなリアク
ションで対応し、幸せな気持ちになり
ました。
　式典では多くの来賓の方にご出席
いただき、お祝いの言葉を沢山頂け
たことに感謝申し上げます。
　祝賀会では広島ジュニアマリンバ
アンサンブルの小学生から高校生の
メンバーが、かわいく元気いっぱいな
アトラクションを披露してくれました。

公益社団法人
広島北法人会

● 議　　事
第１号議案　令和５年度決算報告承認の件
第２号議案　定款の一部改正の件

● 報告事項
（1）令和５年度事業報告
（2）令和６年度事業計画
（3）令和６年度収支予算書

楽器を使って演奏しながらダンスをする演出に
は、会場全員が優しい笑顔に変わり、乾杯の前
でありながらとても和やかな時間となりました。
「世界の平和を願って」をコンセプトに活動して
いらっしゃるそうで、素晴らしいなと思いました。
　今年は4月に広島女性フォーラム、6月に30周
年式典と女性部会にとっては記念となる年とな
りました。
　結びに当たり会長をはじめ税務署長、県連、
青年部会、保険会社の皆様のご支援ご協力を頂
き30周年を無事迎える事が出来ましたことに厚
く御礼申し上げます。
　これからも絵はがきコンクール、書道パフォー
マンスの開催等に取り組んで行きたいと思って
おります。
　今後ともよろしくお願いいたします。

女性部会長　越智陽子
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令和６年６月12日（水）、ホテルメルパルク広島において、第12回通常総会を開催しました。
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付き、この日は意識して笑う事と大きなリアク
ションで対応し、幸せな気持ちになり
ました。
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（3）令和６年度収支予算書

楽器を使って演奏しながらダンスをする演出に
は、会場全員が優しい笑顔に変わり、乾杯の前
でありながらとても和やかな時間となりました。
「世界の平和を願って」をコンセプトに活動して
いらっしゃるそうで、素晴らしいなと思いました。
　今年は4月に広島女性フォーラム、6月に30周
年式典と女性部会にとっては記念となる年とな
りました。
　結びに当たり会長をはじめ税務署長、県連、
青年部会、保険会社の皆様のご支援ご協力を頂
き30周年を無事迎える事が出来ましたことに厚
く御礼申し上げます。
　これからも絵はがきコンクール、書道パフォー
マンスの開催等に取り組んで行きたいと思って
おります。
　今後ともよろしくお願いいたします。

女性部会長　越智陽子
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氏　　　名

䉤　　浩二

丸林　智行

小野　慎治

■安古市支部

安佐運送㈱
石田　猛士

■安芸太田支部

太田川森林組合
栗栖　直幸

氏　　名

鈴江　　勝

田中　宏幸

小畑　隆浩

渡辺　哲司

新本　哲也

花木　勝徳

川中　康三

法　人　名

㈱鈴張建設

㈱沼田総合印刷

㈱ユーエムエス

法　人　名

太閤テックス㈱

㈲八重タクシー

小屋敷建設㈱

㈱ＡＳＯＶＩＶＡ

㈱シンモト自動車

㈲ハナキ保険企画

川中醤油㈱

支　部　名

安佐支部

沼田支部

高陽支部

支　部　名

可部支部

北広島町支部

北広島町支部

高陽支部

佐東支部

北広島町支部

沼田支部

氏　　名

高野　京次

中榮　純一

安河内真登

支　店　長

法　人　名

㈱京栄建設

ＡＩＧ損害保険㈱

ＡＩＧ損害保険㈱

広島信用金庫可部支店

支　部　名

安古市支部

可部支部

表　彰　者　関　係 （敬称略・順不同）
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科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 40 100 △ 60
　　　特定資産運用益 0 0 0
　　　受取会費 12,200,000 12,700,000 △ 500,000
　　　事業収益　 1,500,000 1,460,000 40,000
　　　受取補助金等 13,438,700 13,293,400 145,300
　　　受取負担金 1,920,000 1,279,000 641,000
　　　雑収益 110,100 110,100 0
　　　経常収益計 29,168,840 28,842,600 326,240
　　⑵経常費用
　　　事業費 21,589,240 21,878,800 △ 289,560
　　　管理費 7,579,600 6,963,800 615,800
　　　経常費用計 29,168,840 28,842,600 326,240
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0
　　　　評価損益等計 0 0 0
　　　　当期経常増減額 0 0 0
　２．　経常外増減の部
　　⑴経常外収益 0 0 0
　　⑵経常外費用 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0
　　　　一般正味財産期首残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386
　　　　一般正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　受取補助金等 12,842,700 12,697,500 145,200
　一般正味財産への振替額 △12,842,700 △12,697,500 △145,200
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386

詳細につきましては、ホームページに掲載しております

科        目 当年度 前年度 増  減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基本財産運用益 84 100 △ 16
        特定資産運用益 10 18 △ 8
        受取会費 13,159,863 13,135,770 24,093
        事業収益 2,219,000 1,513,000 706,000
        受取補助金等 13,876,630 14,057,800 △ 181,170
        受取負担金 2,572,533 1,544,136 1,028,397
        雑収益 245,553 385,151 △ 139,598
        経常収益計 32,073,673 30,635,975 1,437,698
    (2) 経常費用
        事業費 25,681,573 25,890,694 △ 209,121
        管理費 8,159,486 8,921,830 △ 762,344
        経常費用計 33,841,059 34,812,524 △ 971,465
          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,767,386 △ 4,176,549 2,409,163
          評価損益等計 0 0 0
          当期経常増減額 △ 1,767,386 △ 4,176,549 2,409,163
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益 0 0 0
    (2) 経常外費用 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 1,767,386 △ 4,176,549 2,409,163
　　　　　法人税、住民税及び事業税 0 21,000 △ 21,000
          当期一般正味財産増減額 △ 1,767,386 △ 4,197,549 2,430,163
          一般正味財産期首残高 17,692,002 21,889,551 △ 4,197,549
          一般正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386
Ⅱ　指定正味財産増減の部
        受取補助金等 12,697,500 12,819,900 △ 122,400
        一般正味財産への振替額 △ 12,697,500 △ 12,819,900 122,400
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 0 0
          指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386

正味財産増減計算書 令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

令和６年度収支予算書 令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（単位：円）

（単位：円）
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科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益 40 100 △ 60
　　　特定資産運用益 0 0 0
　　　受取会費 12,200,000 12,700,000 △ 500,000
　　　事業収益　 1,500,000 1,460,000 40,000
　　　受取補助金等 13,438,700 13,293,400 145,300
　　　受取負担金 1,920,000 1,279,000 641,000
　　　雑収益 110,100 110,100 0
　　　経常収益計 29,168,840 28,842,600 326,240
　　⑵経常費用
　　　事業費 21,589,240 21,878,800 △ 289,560
　　　管理費 7,579,600 6,963,800 615,800
　　　経常費用計 29,168,840 28,842,600 326,240
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 0 0 0
　　　　評価損益等計 0 0 0
　　　　当期経常増減額 0 0 0
　２．　経常外増減の部
　　⑴経常外収益 0 0 0
　　⑵経常外費用 0 0 0
　　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0
　　　　一般正味財産期首残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386
　　　　一般正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　受取補助金等 12,842,700 12,697,500 145,200
　一般正味財産への振替額 △12,842,700 △12,697,500 △145,200
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386

詳細につきましては、ホームページに掲載しております

科        目 当年度 前年度 増  減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基本財産運用益 84 100 △ 16
        特定資産運用益 10 18 △ 8
        受取会費 13,159,863 13,135,770 24,093
        事業収益 2,219,000 1,513,000 706,000
        受取補助金等 13,876,630 14,057,800 △ 181,170
        受取負担金 2,572,533 1,544,136 1,028,397
        雑収益 245,553 385,151 △ 139,598
        経常収益計 32,073,673 30,635,975 1,437,698
    (2) 経常費用
        事業費 25,681,573 25,890,694 △ 209,121
        管理費 8,159,486 8,921,830 △ 762,344
        経常費用計 33,841,059 34,812,524 △ 971,465
          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,767,386 △ 4,176,549 2,409,163
          評価損益等計 0 0 0
          当期経常増減額 △ 1,767,386 △ 4,176,549 2,409,163
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益 0 0 0
    (2) 経常外費用 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 △ 1,767,386 △ 4,176,549 2,409,163
　　　　　法人税、住民税及び事業税 0 21,000 △ 21,000
          当期一般正味財産増減額 △ 1,767,386 △ 4,197,549 2,430,163
          一般正味財産期首残高 17,692,002 21,889,551 △ 4,197,549
          一般正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386
Ⅱ　指定正味財産増減の部
        受取補助金等 12,697,500 12,819,900 △ 122,400
        一般正味財産への振替額 △ 12,697,500 △ 12,819,900 122,400
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 0 0
          指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 15,924,616 17,692,002 △ 1,767,386

正味財産増減計算書 令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

令和６年度収支予算書 令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（単位：円）

（単位：円）
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お知
らせ
「租税教育」に関する
イベント

　女性部会が中心となり、広島北税務署管内の
58校の小学６年生を対象に、「税に関する絵は
がき」を募集し、「税」に対する理解を深める
一助になればと活動しております。
　入賞作品148点を展示しますので、出来るだ
け多くの方にご覧いただければと思います。

　青年部会による租税教育活動の一環として、
小学生以下のお子様を対象に「こども税金クイ
ズ」を実施しております。
　税金に関する簡単なクイズに答えてもらい、
参加者には景品をプレゼントしています。
　家族で足を運んでいただき、お子様にご参加
いただければと思います。

　広島県立祇園北高等学校の書道部員が、巨大
な紙の上を音楽に合わせてダンスをしながら書
道をし、「税」をテーマにした書道作品を仕上
げます。「税」を身近なものとして考えてもら
い、納税者に納税意識を高めていただくための
広報活動の一環として実施しています。　
　迫力あるパフォーマンスを是非沢山の方にご
覧いただきたいと思いますので、ご来場をお待
ちしております。　

毎年11月11日から17日は「税を考える週間」です。

※写真は昨年のものです。

※写真は昨年のものです。

※写真は一昨年のものです。
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新入会員オリエンテーション

定額減税及び改正電子帳簿保存法説明会

　令和６年２月27日16時から、安佐北区民文化センター大
会議室にて、広島北法人会では初めてとなる「新入会員オリ
エンテーション」が、案内した入会３年以内の会員企業10
社の参加を得て、広島北税務署から重廣署長、藤原副署長 
吉村法人第一統括官にもご出席頂き、各支部長や理事の皆さ
んなど、30人規模で開催されました。
　石田会長の開会挨拶に続き、友廣研修委員長から、「法人
会の概要」「広島北法人会の組織」などについて説明の後、
講演に入り、重廣署長から、『国税と適正申告』というテー
マで、法人に関わる諸税について、パワーポイントとレジュメと共に、税金に関係する雑学クイズも交
えながらわかりやすくご講演頂きました。次に中国税理士会広島北支部前支部長　花本浩樹氏から、
『会計のいろはの「い」』というテーマで、企業における会計処理、財務諸表の基本から税務、税制に

至る様々な事項について解説しながらのご講演を頂きました。
　約１時間の講演が終わり、会員交流として名刺交換の時間
となり、初めて会う新入会員同士はもちろん、講演頂いた重
廣署長はじめ、広島北法人会の石田会長や各支部長などとも
歓談の輪が出来ました。短い時間ではありましたが、和やか
な雰囲気で交流ができ、今後新入会員さんが、広島北法人会
に対し親近感を持って、諸行事、活動にご参加頂くべく、ま
た会員としての継続に繋がる良い機会になったのではと思い
ます。

　令和６年５月10日（金）に安佐北区民文化センターホールにて「定
額減税及び改正電子帳簿保存法説明会」を開催しました。説明会には、
111社から130名の受講申し込みが有りました。
　第一部は広島北税務署上席国税調査官　森山公人氏による定額減税説
明会、第二部は広島北税務署統括国税調査官　吉村昭信氏による改正電
子帳簿保存法説明会で、両講師ともに資料やパワーポイントを使って分
かりやすく説明いただきました。
　説明会の終わりには、個別の質疑応答の時間も設けられており、より
具体的な事例について講師に質問される出席者の姿も見られました。

■ 開催日時：令和６年２月27日（火）　■ 開催場所：安佐北区民文化センター大会議室

■ 開催日時：令和６年５月10日（金）
■ 開催場所：安佐北区民文化センターホール
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会の概要」「広島北法人会の組織」などについて説明の後、
講演に入り、重廣署長から、『国税と適正申告』というテー
マで、法人に関わる諸税について、パワーポイントとレジュメと共に、税金に関係する雑学クイズも交
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『会計のいろはの「い」』というテーマで、企業における会計処理、財務諸表の基本から税務、税制に

至る様々な事項について解説しながらのご講演を頂きました。
　約１時間の講演が終わり、会員交流として名刺交換の時間
となり、初めて会う新入会員同士はもちろん、講演頂いた重
廣署長はじめ、広島北法人会の石田会長や各支部長などとも
歓談の輪が出来ました。短い時間ではありましたが、和やか
な雰囲気で交流ができ、今後新入会員さんが、広島北法人会
に対し親近感を持って、諸行事、活動にご参加頂くべく、ま
た会員としての継続に繋がる良い機会になったのではと思い
ます。

　令和６年５月10日（金）に安佐北区民文化センターホールにて「定
額減税及び改正電子帳簿保存法説明会」を開催しました。説明会には、
111社から130名の受講申し込みが有りました。
　第一部は広島北税務署上席国税調査官　森山公人氏による定額減税説
明会、第二部は広島北税務署統括国税調査官　吉村昭信氏による改正電
子帳簿保存法説明会で、両講師ともに資料やパワーポイントを使って分
かりやすく説明いただきました。
　説明会の終わりには、個別の質疑応答の時間も設けられており、より
具体的な事例について講師に質問される出席者の姿も見られました。

■ 開催日時：令和６年２月27日（火）　■ 開催場所：安佐北区民文化センター大会議室

■ 開催日時：令和６年５月10日（金）
■ 開催場所：安佐北区民文化センターホール
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支部活動
祇園支部
報告会・研修会・交流会 ●令和６年６月25日（火） 15：00～19：30

●仕出し料理 茶川
　梅雨入りしても間もない６月25日（火）一大行事である報告会・研修会・交流会を茶川にて開
催いたしました。
　報告会で、前年度の事業報告・決算書、本年度の事業計画・予算について報告したのち、広島
北税務署藤原裕祐副署長と法人課税第一部門の吉村昭信統括官を講師にお迎えし、「電子帳簿保
存法等について」と題して改正された電子帳簿保存法等の概要について研修を行いました。
　そのあと、可部に自社のＤＸ工場を建てられ、ＤＸに対して先駆的な取り組みをされている東
洋電装株式会社 代表取締役社長 桑原弘明氏を講師にお迎えし、「中小企業のＤＸ取組み事例」
と題して、自社のＤＸの取組み等についてご講演いただきました。
　中小企業のＤＸの取り組み方について、考察を深める大変意義のある研修会となり、参加者の
方からも好評をいただきました。
　桑原社長も交えての交流会では、相互の親睦と情報交換もでき、盛会裏の
うちに終えることができました。

北広島町支部
事業報告会と視察研修 ●令和6年７月11日（木）・12日（金）

●15名の参加
　島根県隠岐郡隠岐の島町へ行ってきました。梅雨時期で、フェリーが出航するのか、無事に帰
れるのかといろいろ心配もありましたが、個人ではなかなか行かない離島で物珍しさもあり、例
年より幾分多い15名で出発しました。視察先として、玉若酢命神社（たまわかすのみことじん
じゃ）億岐家宝物館・壇鏡の滝・隠岐酒造㈱など隠
岐の島町の歴史・自然・文化に触れ、メンバーの中
には、朝食の足しにと、ホテルの桟橋で魚釣りを実
践する人も。当初、雨の予報でしたが、日ごろの行
いのせいか、天気も曇りで暑すぎず、大変満足な視
察研修となりました。もちろん、令和５年度の事業
報告・収支決算（監査報告）、令和６年度の事業計
画・収支予算の報告もありました。今年度も宮本支
部長ともども北広島町支部をよろしくお願いいたし
ます。
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高陽支部
令和６年度 高陽支部事業報告会・税務研修会・懇親会開催報告

令和６年度夏季講演会・会員交流会開催（高陽町商工会と共催）

●令和６年６月19日（金）　●高陽町商工会２階研修ホール
●16時00分～　高陽支部事業報告会

●令和６年１月27日（土）　●参加者 156名

●令和６年７月19日（水）　●高陽町商工会２階研修ホール

支部報告会を開催し下記について報告をいたしました。
①令和５年度事業報告並びに決算報告
②令和６年度事業計画並びに予算報告

講　師　　広島北税務署　副署長　藤原　裕祐　氏
　　　　　同　法人課税第一部門統活国税調査官　吉村　昭信　氏
テーマ　 「定額減税・電子帳簿保存法について」解説をいただきました。

　去る7月19日（金）令和６年度夏季講演会・会員交流会を高陽町商工
会と共催で開催いたしました。経済評論家・日本科学技術ジャーナリス

ト会議会長の室山哲也氏による「人工知能
時代をどう生きるのか」という演題で講演
をいただきました。色々な角度から人間と
人工知能の関係について説明をいただいた
大変すばらしい講演でした。当日63名（内
23法人事業所）の参加をいただき、講演後は会員交流会を開催し、懇
親を深めることができました。

沼田支部
新春文化講演会の開催

　令和６年1月27日㈯
午後２時から、沼田公
民館にて広島北法人会
沼田支部と沼田町商工会・沼田公民館の共催で、川本睦子講
師による「声を出して元気になろう！健康ボイストレーニン
グとジャズ生演奏でイキイキ！」の講演と生のジャズ演奏会
を開催いたしました。久しぶりに人数制限のない開催であり、

当日は多くの方が来場され、総勢156名の参加と
なりました。参加者からは、「声を出すことの大
切さが改めてわかり良かった」「皆一緒に声を出
したり体を動かしたりしてポカポカになった」
「素晴らしいジャズ演奏に感動した」「ジャズの
楽しさを満喫した」などの感想が聞かれました。
皆さん素晴らしい歌声に魅了され、充実した楽し
いひと時を過ごされました。

●17時00分～　税務研修会開催　●参加者 17名

引き続き　18時00分～懇親会を開催し、会員同士名刺交換等で親睦を深めました。
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可部支部
視察研修
●令和６年２月23日（祝）
●参加者 25名
　今年の視察研修は、島根県安来市の足立美術館庭園を訪ねました。何と21年連続で日本庭園世
界一の栄誉に輝く見事に整えられた庭園は、ため息が出るような美しさで、広さ5万坪の庭園を整
える職人さんの偉大さを感じました。美術館内では横山大観の書画はじめ日本人画家の繊細な描
写の名画、美術品の数々に触れ、とても優雅な時を過ごしました。
　この後、昨年の総会で講演いただいた小幡美香さんの竹葉旅館に移動、多忙な女将さんは、午
後から松江市で講演があり、バスの出迎と短い挨拶のみでしたが、昨年の講演のご縁からの訪問
をとても喜んで頂き、歴史ある旅館のお座敷で、代わってご主人が、歓迎のあいさつの後、旬の
カニもついた美味しい懐石料理に腕を振るって頂き、地元の酒蔵「月山」の地酒も頂きながらの
懇親会食になりました。
　帰りには、300年の歴史ある奥出雲町の酒蔵を訪ね、20世紀最強の名競争馬”と呼ばれた「シン
ボリルドルフ号」を育てたシンボリ牧場と当蔵元が親戚関係であることで命名されたと社長様か
ら説明のあった地酒「七冠馬」を試飲すると、お酒の買い物に列が出来ました。
行き帰りに道の駅に4回立ち寄ったこともあり、可部に帰ると、皆たくさんの土産物袋を抱えてバ
スを降り、地域経済にも貢献しつつ、会員交流を深めた楽しい一日をなりました。

美化運動
●令和６年３月23日（土）10時～
●参加者 10名

　毎年継続して行っている可部町内の環境整備・美化運動、今年もプラン
ターに花を植え、設置しました。あいにくの雨の中、支部会員10名が集まり、
準備したプランター鉢底に石を敷き詰めたあと、培養土を入れ、色とりどり
の花苗を植えていきました。
　今年度は、安佐市民病院・あき亀山駅に向かうJR可部線沿い道路に新たに
命名された「帆待川通り」の河戸四日市郵便局にプランター20鉢を寄贈設置
しました。
　加えて今回は、JR河戸帆待川駅前広場の花壇のお世話をされ、地域の環境
美化に貢献されている地元有志の団体「河戸花づくりの会」に、園芸用品や

作業道具の購入費用援助金をお渡しました。多くの人が利用される郵便局や駅でプランターの花
たちが、少しでも心を和ませてくれればと思います。

税務研修会・報告会
●令和６年７月30日（火）
　７月30日、16時より、一膳において
「税務研修会・報告会」が開催されました。
　税務研修会では、広島北税務署藤原副署
長、吉村統括国税調査官を講師にお招きし、
「電子帳簿保存法のポイント」と題し講演が行われました。
　研修会が終了後、17時15分より報告会が開催され、「令和５年度事業報告及び決算報告」、
「令和６年度事業計画及び収支予算」が報告されました。
　17時50分から懇親会が開かれ、参加者同士、終始和やかな雰囲気で、交流を進めておられま
した。
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